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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 4月 13日 (2005.4.13)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
外 輪 と 、 内 輪 ま た は 軸 と の 間 に 複 数 個 の 転 動 体 を 組 み 込 ん で な る 軸 受 装 置 で あ っ て 、 外 輪
の 内 径 面 を 研 削 仕 上 あ る い は ホ ー ニ ン グ 仕 上 し 、 そ の 後 、 該 内 径 面 に バ レ ル 仕 上 を 施 す こ
と を 特 徴 と す る 軸 受 装 置 の 外 輪 内 径 面 の 滑 面 仕 上 げ 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
内 輪 ま た は 軸 と 外 輪 と の 間 に 複 数 個 の 転 動 体 を 組 み 込 ん で な る 軸 受 装 置 で あ っ て 、 外 輪 の
内 径 面 を 研 削 仕 上 あ る い は ホ ー ニ ン グ 仕 上 し た 後 、 バ レ ル 仕 上 を 施 す こ と に よ り 、 内 径 面
が 滑 面 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 軸 受 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
内 輪 案 内 あ る い は 転 動 体 案 内 の 保 持 器 を 組 込 ん だ こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 軸 受
装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
転 動 体 と し て 玉 を 用 い 、 内 輪 案 内 あ る い は 玉 案 内 の 保 持 器 を 組 込 ん だ 深 溝 玉 軸 受 で あ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 軸 受 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
軸 に 複 列 の 軌 道 面 を 設 け 、 各 軌 道 面 に 対 応 し た 外 輪 を 有 し 、 外 輪 間 に コ イ ル ば ね を 介 し て
予 圧 し た 軸 付 き 軸 受 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 軸 受 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
軸 外 径 面 案 内 あ る い は 転 動 体 案 内 の 保 持 器 を 組 込 ん だ こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の
軸 受 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
グ リ ー ス 封 入 で 使 用 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 軸 受 装 置 。



【 請 求 項 ８ 】

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 　 【 ０ ０ ０ ４ 】
　 　 【 課 題 を 達 成 す る た め の 手 段 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 で は 、 外 輪 と 、 内 輪 ま た は 軸 と
の 間 に 複 数 個 の 転 動 体 を 組 み 込 ん で な る 軸 受 装 置 で あ っ て 、 外 輪 の 内 径 面 を 研 削 仕 上 あ る
い は ホ ー ニ ン グ 仕 上 し 、 そ の 後 、 該 内 径 面 に バ レ ル 仕 上 を 施 す 外 輪 内 径 面 の 滑 面 仕 上 処 理
方 法 を 採 用 す る 。
ま た 、 上 述 の 通 り 、 外 輪 の 内 径 面 を 研 削 仕 上 あ る い は ホ ー ニ ン グ 仕 上 し た
後 、 バ レ ル 仕 上 を 施 す こ と に よ り 、 内 径 面 が 滑 面 に 形 成 さ れ て い る 軸 受 装 置 と す る 。

、 内 輪 案 内 あ る い は 転 動 体 案 内 の 保 持 器 を 組 込 む こ と も で
き る 。 転 動 体 と し て 玉 を 用 い た 深 溝 玉 軸 受
が 一 例 と し て あ げ ら れ る 。 ま た 、 軸 に 複 列 の 軌 道 面
を 設 け 、 各 軌 道 面 に 対 応 す る 外 輪 を 有 し 、 外 輪 間 に コ イ ル ば ね を 介 し て 予 圧 し た 軸 付 き 軸
受 も 供 し 得 る 。 軸 外 径 面 案 内 あ る い は 転 動 体 案 内 の
保 持 器 を 組 込 む こ と も で き る 。
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密 封 板 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 乃 至 ７ の い ず れ か に 記 載 の 軸 受 装 置 。

第 １ の 発 明 と し て 、

第 ２ の 発 明 は 、
第 ３

の 発 明 は 、 第 ２ の 発 明 に お い て
第 ４ の 発 明 は 、 第 ２ の 発 明 に お い て 、 例 え ば 、

第 ５ の 発 明 は 、 第 ２ の 発 明 に お い て 、

第 ６ の 発 明 は 、 第 ５ の 発 明 に お い て 、
さ ら に 、 第 ７ の 発 明 は 、 第 ２ の 発 明 に お い て 、 グ リ ー ス 封

入 で 使 用 さ れ る 軸 受 装 置 と す る 。 第 ８ の 発 明 は 、 第 ２ 乃 至 第 ７ の 発 明 に お い て 、 密 封 板 を
備 え た 軸 受 装 置 と す る 。
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